














 本研究は上田 顯（京大）・荻田直史（理研）・小川 泰（筑波大）の各氏との統計数理研究所共同研
究（課題番号62一共研一36）に基づくものである．
             連結ベクトルの分布とグラフ解析





            κ5＝（〃ゴ。osθ5，〃5sinθゴ）         （0≦θゴ≦π）
で表現することにすると，このベクトルを連結することによってデータの構造が表現できる．
 各状態に対応するベクトルの合成ベクトルを
                     由                   ツ＝Σ均＝（o，∫）
                    ゴビ1
とすると合成ベクトルの終点の座標（o，∫）に関して以下のことが成り立つ．
 （1）（c，8）を極座標（R，φ）に変換すると（R，φ）は連結ベクトルによって表現される標本分布の集
   中度と平均に対応する．
 （2） （o，∫）の漸近分布は2次元正規分布になる．
 これらの結果から（1）順位データのグラフ解析，（2）グラフを用いた分布の選択などが可能にたる．
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              社会組織の防災力に関する問題
                                    水 野 欽 司
 自然災害対策では，常になんらかの「防災力」を暗黙に想定している．しかし「防災力」の社会的概
念や計量化を具体的に問題として捉えた研究は少ない．それは，災害の様相の事前予想が難しく，被災
